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  城崎観光株式会社 

   

 



１．利用者の皆さまへ 

  当社ロープウェイにご乗車いただき、誠に有難うございます。 
 当社は、法令遵守は勿論のこと、経営理念の第一に「安全の確保」を掲げ、 
安全輸送に努めています。 
 本報告書は、鉄道事業法に基づき、輸送の安全確保のための取り組みや安 

全の実態について、自ら振り返るとともに広くご理解を頂くために公表する 
ものです。 
 皆さまからの声を輸送の安全とサービスの向上に役立てたく、積極的なご 
意見をお聞かせいただければ幸いです。 

               城崎観光（株）代表取締役社長 上村 雅道 

 

２．基本方針と安全目標 

（１）基本方針 
   当社の経営理念の第一は安全の確保です。「安全基本方針」を次のように 

掲げ、社長以下、全職員に周知徹底しています。 
１) 職員等は協力して、輸送の安全確保に努めること。 

２） 輸送の安全に関する法令及び関連する規程をよく理解するとともにこ 

れを遵守し、厳正、忠実に職務を遂行すること。 

３） 常に輸送の安全に関する状況を理解するよう努めること。 

４)  事故・災害等が発生した時は、人命救助を最優先に行動し、速やかに 

安全適切な処置をとること。 

５)  情報は漏れなく迅速、正確に伝え、透明性を確保すること。 

６) 常に問題意識を持ち、必要な変革に果敢に挑戦すること。 

（２）安全目標 
   当社の中期輸送安全目標（Ｈ２２年度～２６年度）は①のとおりです。 
  また、平成２２年度重点取組目標は②のとおりです。 
  社長以下、全職員が目標達成に向けて取り組んで参りました。 
   ①定量的な目標 a 設備不具合による事故：乗客の死傷を伴う発生件数

を「ゼロ」とする。 
            ｂ人身障害事故：発生件数を「ゼロ」とする。 
   ②定性的な目標 a 共通：情報の迅速・確実な伝達の徹底 
             b 運転・乗務：検査･整備の確実な実施 
           ｃ 駅務：指差・呼称の励行 
           ｄ 窓口（事務所）・駐車場：お客様への誠実な対応  
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３．当社の安全管理体制  

  社長をトップとする安全管理体制を構築し、各責任者の責務を明確にして 
います。 

 社     長 輸送の安全確保に関する最終的な責任を負う 

 安全統括管理者 索道事業の輸送の安全の確保に関する業務を統括する 

（取 締 役）  

索道技術管理者 安全統括管理者の指揮の下、索道の運行の管理、索道施

設の保守の管理その他の技術上の事項に関する業務を統

括管理する 

（運輸課長） 

索道技術管理員 索道技術管理者の指揮の下、索道技術管理者の行う業務

を補助する （運輸主任） 

 

 

 安全管理(指揮命令)体制図       

             

          (2011. 3.31 現在) 

   社    長         
 

                        

   安全統括管理者        

[取締役]            

                   

           

 業 務 課    運 輸 課    

          

      索道技術管理者      

 [業務主任]      [運輸課長]      

              

 [課員 ３名]    索道技術管理員      

      [運輸主任]      

         

       [課員 4 名]      
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４.事故等の発生状況 
平成２２年度の状況は、次表のとおりです。 

項    目 発 生 状 況 
索道運転事故 発生事故無し 
（索道人身障害事故） 
災害 イ、災害（大雨・洪水警報）により、０日

（全日）運行休止 （地震や暴風雨、豪雪など）

ロ、強風・雷等により、年間１０日間 延

  べ１８時間運行停止 
報告無し インシデント（事故の兆候）

行政指導等 行政指導無し 
 

５．輸送の安全確保のための取組み 

（１）人材教育 
   当社では、皆さまの安全や輸送に役立つよう、毎朝の営業前ミーティン 

グ、2 ヶ月毎の社内会議において、事故事例の周知や安全に対する心構え等、 
安全教育を実施しています。また、本年度も、運輸局主催で開催される「索 
道技術管理者研修会」に出席し、安全講習を受講しています。 
（２２年度は、「電気保安講習会」も受講しています。） 

（２）緊急時対応 
  ①体制の構築等 
    索道運転事故及び自然災害に備え、緊急時対応体制を構築しています。 
   また、緊急時には対策本部を設置し、緊急・応急・復旧対策にあたりま 

す。 
②訓練の実施 
 a 社内訓練 

    毎年、春・秋の「全国交通安全運動」等の期間を利用して、事故発生 
   を想定した、応急下降（救助）訓練ならびに予備原動機の運転操作訓練 

を実施しています。 
b 社外機関との合同訓練 
・豊岡消防署と合同救助訓練を実施いたしました。 
・豊岡北警察署主催の防犯訓練を実施いたしました。 
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＜H22.11.11 合同救助訓練実施状況＞ 

             

<H23.1.25 防犯訓練実施状況> 

   
 
３）安全のための投資と支出 

２年度は、以下の工事等を実施いたしました。 

 

新工事 

６．利用者の皆さまとの連携とお願い 

場に立った 

に受け止め、より信頼される索道事 

業

２２年度、お客さまからの声を“かたち”にした事例をご紹介します。 

（

   安全の維持向上のため、２

①隔月ごとの高圧電気設備の点検 
②曳索・平衡索の更新工事 
③山麓雨水配管改修工事 
④ゴンドラガラス更新工事

⑤山頂駅点検足場改修工事 
⑥山麓、中間駅電力引込線更

⑦ＰＣＢ処分 

（１）お客さまの声を“かたち”とするように心掛けています 

   当社は、お客さまの期待に応えられるよう、お客さまの立

サービスの提供に努めています。 

皆さまからお寄せ頂いた声を真摯

とするために役立てさせていただきます。 
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」  ゴンドラの発車ベル音が非常ベルのようでびっくり 

    

「実施状況」   

せて身体を動かせ 

   ＜事例２＞ 

」  ゴンドラのガラスにひび割れ状のキズ等が生じてい 

「実施状況」      ゴンドラガラスの不具合の生じているガラスの更新 

（２）ロープウェイ乗車時

込まないでください。 

い。 

 

い。 

７．ご連絡先 

当社の安全への取組みに対するご意見をお寄せくだ 

〒 ６９－６１０１ 

崎町湯島 ８０６－１ 

城崎観光株式会社 

        

＊受付時間 ９：００～１７：００（但し、毎月第２，４木曜日を除く） 

  ＜事例１＞ 

「要望・意見

する。もっとやさしい音にしてほしい。      

音声合成報知器を設置し、城崎温泉にふさわしい琴 

         の音色の音楽に改善しました。 

          お客さまの中には、音楽に合わ

ている方も見受けられます。  

「要望・意見

て、外の景色が見えにくい。良く見えるようにして 

ほしい。 

工事を実施し、四季折々の景観を楽しんでいただけ 

るようにした。 

のお願い 

   ① ロープウェイに危険物は持ち

   ② ロープウェイから空き缶などを投げ捨てないでくださ

   ③ 乗降車時は階段となっているので足元に注意してください。

   ④ 駅ホームや搬器（ゴンドラ）内では係員の指示に従ってくださ

 

  本報告書へのご感想、

さい。 

 

６

     兵庫県豊岡市城

ＴＥＬ：０７９６－３２－２５３０

ＦＡＸ：０７９６－３２－２８８７ 

 
 
 
 


